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第43回日本創造学会研究大会報告

１

日本創造学会第43回研究大会が、2021年10月2日（土）~3日（日）の2日間開催されました。新
型コロナウィルス感染症の感染拡大状況を読み切ることができなかったため、前回大会同様オンラ
インでの開催といたしました。昨年までとは異なり、遠隔分散環境でのコミュニケーションも世の
中に浸透したこともあり、大きな混乱なく進めることができたと思います。皆様に深く感謝申し上
げます。
大会初日の後藤俊夫先生の講演「長寿企業から学ぶポストコロナの経営」では、特に利他の概念

が重要であることが示されました。パネルディスカッション（一條厚先生・山下裕子先生・白坂成
功先生）では、まさに多様な観点から「100年間をどう生きるか」を議論頂き、大いに盛り上がり
ました。

基調講演：「長寿企業から学ぶポストコロナの経営」
一般社団法人１００年経営研究機構代表理事 後藤俊夫氏

パネルディスカッション：
「むこう100年のわたしたちへ～デザイン・生活の場・技術～ 」

上段左:一條厚先生、右：白坂成功先生
下段左：山下裕子先生、右：川路崇博実行委員長
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大会二日目は29件の研究発表と13件のデジタルポスター発表があり、70名以上の方々に参加
いただけました。デジタルポスター発表で、英語での発表が多くあったことも、特徴的な大会とな
りました。特に英語での発表の場は、前回大会からの積み残した課題となっていた点の一つであっ
たため、少し前進できたのではないかと考えています。

学会賞授賞者

【日本創造学会論文賞Vol.24 】

石田泰博 ,前野隆司 , 井原くみ子 ,北村勇気(慶應義塾大学大学院)
大島裕市, 保井俊之 , 谷口尚子 , 当麻哲哉(慶應義塾大学大学院) 

【第42回研究大会発表賞】 【第42回研究大会発表学生賞】
清水謙汰（無所属） 谷口俊平（就実大学）
藪内公美（北陸先端科学技術大学院大学） 末吉進太郎（九州大学）

本年度学会賞表彰式は大会がオンライン開催のため、永井理事長より表彰者を発表、表彰状
と記念品は郵送で送られました。。

Zoomによるオンライン発表会

その他、昨年までからアップデートした点は、セッションにセッション名を付与した点があり
ます。またオペレーションも分散環境とし、ほぼ人と会うことなく大会を進めることができました。
特に海外から研究大会をご支援いただきました比嘉様に感謝いたします。
疫病が収束しても、オンライン参加の可能性を残すことができれば、移動を伴わない分広く研究

発表の場を設けることができるのではないかと思います。一方、研究大会はせっかくの同期型の場
ですので、例えばナイト・サイエンスの支援など対面でやれた方がいい部分もございます。これら
は今後の課題といたします。 （実行委員長：川路崇博）

【第42回研究大会デジポス発表賞】 【第42回研究大会デジポス発表団体賞】
高瀬和也（早稲田大学）
西野涼子（北陸先端科学技術大学院大学） 九州大学松前あかね研究室

【著作賞】
石井力重（アイデアプラント）

2021年度総会について

オンラインで報告をする永井理事長

2021年度の役員会/会員総会は、参集による開催は行
わず、メール送信での書面による総会を実施、賛成多
数で前年度会計報告、事業報告、来年度事業活動予定、
予算案、等が承認されました。（報告ページ→６P）
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第69回クリエイティブサロンオプションプログラム
創造的ワークショップ手法の実践＠大三島

尾道からしまなみ海道へ、向島、
因島、生口島と瀬戸内の島々を経
て、世界4位の長さを誇る斜張橋
である多々羅大橋を渡り大三島を
望む。太平洋とは異なり瀬戸の内
海は湖のように穏やかだが、一方
で、島々の山々は想像以上に切り
立っていて高く、雲霧で山頂が見
えないこともあるほど。このコン
トラストが世界的な多島美といわ
れる風光明媚な風景を生み出し、
また、人々の多様な文化や暮らし
を生み出してきたであろうことが
伺える。瀬戸内は少雨で有名だが、
高い山々が暮らしに必要な豊かな
水を貯えるはずである。今回のフ
ィールドワーク先である大三島、
その背景を感じつつ現地に向かう。

レポート：安松健 任命理事

このオオミシマスペースを「副業」として営む増田茂樹氏は、大阪のIT企業の会社を「退職せず
に移住」。2016年当時からリモートワークという働き方を社内で開拓され、さらには、東京のIT企
業に「リモートワーカーとして転職」。企業の支店がつくられる事例はあるが、リモートワーカーと
しての離島への移住し、さらには副業として古民家をリノベーションした「仕事ができる宿」オオミ
シマスペースを開業（起業）された。現在は、妻と子の3人暮らし、離島に家族と暮らす父親であり、
大都市企業のエンジニア（リモートワーカー）、そしてローカルビジネス起業家という多様な側面を
持つ増田氏の働き方は、TV・新聞の取材をはじめ首相官邸で開催された未来投資会議に出席される
など各方面から注目されている。その増田氏に「島テレワーカーからはじまったパラレルワーク」の
お話をお伺いした。なお、このヒアリングだけではなく、このオオミシマスペースに2日間滞在する
ことで、様々な角度からフィールドワークが行われた。

次に、しまなみイノシシ活用隊の渡邉秀典氏にお話
をお伺いした。近年、様々なイノシシビジネスが生ま
れているが一様ではない。渡邉氏の起業ストーリー、
ジビエの既成概念を打破し生み出されてきた独自のビ
ジネスモデル、首都圏のレストラン・料理店に高品質
なものをお届けするための様々な工夫、また、会社の
規模を大きくしていくだけではない、共生していくよ
うな事業発展の実践・実績についてもご紹介いただけ
た。大企業的な発想では思いもつかないような事業モ
デル、リソースマネジメント、多拠点ネットワーク、
それによる価値創出デザインに、ローカル資源に立脚
しつつ、広い視野でビジネスを創り上げていくという
多くの貴重な示唆をいただけた。
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1日目最後の訪問先は、大三島ブリュワリー。創業者の高
橋亨平氏は、東京藝大在学中に、大阪の箕面ビールにほれ込
み、夜行バスで東京-大阪間を往復しながら働き続け、大学院
卒業後、箕面ビールに正社員として就職。同時に大学後輩の
尚子さんとご結婚されて、大阪に移住。その後、「田舎暮ら
しがしたい」という尚子さんの言葉をきっかけに、いくつか

の移住先を検討されながらも、大三島に決め移住。

1日目の夕食と懇親会は、オオミシマスペ
ースの屋外スペースにて。夜空には天の川銀
河（肉眼でみれる！）なロケーションで、イ
ノシシレモン鍋、海の幸たっぷりの仕出し弁
当、そして三種類の大三島ビールを堪能。イ
ノシシ活用隊渡邉さん、大三島ブリュワリー
高橋さん、オオミシマスペース増田夫婦も参

加いただき、議論・会話は続いた。

2日目は、フィールドワーク
で収集した情報をポストイット
に書き、創造的統合のためのワ
ークショップ手法を実践。フツ
ウな結果でなくて、新しい！っ
てなる発見が生み出すにはどう
すればいいのか。
整理・分類でないグルーピン

グってどうすればいいのか。
アブダクションっていうけど

どうやればいいのか、について
の手法とファシリテーションに
ついて紹介され、全員で実践。

移住当初からブリュワリーを設立されたのかと
思いきや、始めの2年間はフリーターをしながら
の場所探し。なぜ場所が見つかってから移住しな
かったのですか？と質問すると、それでは本気の
場所探しはできないと即答。明確なビジョンと実
行されてきたストーリーや地域活動について、そ
しておいしいビールづくりの話に盛り上がった。

2日目のランチは、オオミシマスペースの隣のフレンチレストラン「フィレール」にて。ワーク

ショップの質をあげるためには、おいしい料理は必要不可欠の話に盛り上がった。
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2日目午後もワークショップの続きをして、模造紙を完成。

＜参加者の感想（一部抜粋）＞
❖短時間で特徴的に意見出しをする進め方や位置関係を議論していくコツや、頻繁にポストイット
の位置をずらすというファシリテーションの方法は、場の意見という、生ものを扱う上で大きく勉
強になりました
❖起業家さんたちの熱量がコロナで鈍った頭の刺激になりましたし、創造学会のみなさんとKJ法ワ
ークできるという貴重な体験ができました。参加させてもらってありがとうございます。
❖時空立体的なワークショップで有益でした。明日への遭遇ワークショップ。捨てようとしたら、
アニリンブラックが生まれたように化学変化が期待できるものでした。
❖ラベルもワークをする自分も大三島も含めてこそ…という考え方を身体全体で体験できたことが
何よりも得難い経験でした。
❖プロフェッショナルの皆様から書籍等では学べない勘所・ノウハウを教えて頂いた点が非常に良
かった。
❖感覚的には、｢画像をJPEGに圧縮するのを繰り返すと汚くなるので、圧縮は1回で済ませたい｣と
いうのと近いと思った。この感覚は他の発想法でも、自分1人で物事を考える時ですら、有効に働
きうると思った。
❖これまでの習慣によって、｢自分ですべての1次的な情報に十分アクセスして考えることのできる
問い・環境｣においても、1次情報にアクセスすることを怠り、誰かが抽象化した2次的な情報に頼
ってはいなかっただろうか？」と思えてきた。情報を抽象化して統合することの意義と、抽象化の
過程で捨てられたものの価値を、自分に問い直す必要があると感じた。

※第69回クリエイティブサロン（オンライン）での上平崇仁先生と安松健先生の講演は下記の
URLからオンデマンド視聴できます。

https://youtu.be/
t5vFkcMLVok

https://youtu.be/
IBlf11bRkgg

本年度のクリサロ
オプションプログ
ラム：フィールド
ワーク大三島合宿
には、12名の皆様
にご参加頂きまし
た。
来年度も社会状況
を見ながらフィー
ルドワークプログ
ラムを企画する予
定です。

本企画に賛同、ご
協力頂いた、大三
島スペースの増田
さん、徳見さん、
そしての大三島の
皆様、
遠路ご参集くださ
った12名の参加者
の皆様、ありがと
うございました。

https://youtu.be/t5vFkcMLVok
https://youtu.be/IBlf11bRkgg
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▼▼▼▼▼▼▼▼▼ 総会報告 ▼▼▼▼▼▼▼▼▼

新型コロナウイルスの影響で研究大会がオンライン開催になったため、大会と同時開催の
会員総会についても書面（メール）による総会となりました。

2021年8月に会員の皆様の登録メールアドレスに総会資料を送付、記載内容（2020年決
算・事業報告、2021年度事業活動状況、2022年活動予定、2022年予算案等の項目）をご確認
いただき、メールへの返信にて内容の承認について確認致しました。理事会より提案・報告
された内容は、会員の賛成多数で承認・可決しました。

2022年度予算

2020年度決算報告

収入

支出

科目 予算額 実績額 備考

前年度繰越金 4,067,692 4,202,008

会費収入

1,793,500 2,054,500

正会員支払者182名　1,756,000
学生・Jr.会員支払者59名　259,500

入会金32名　39,000

※新入会者会費は入会時期により変動

その他収入

120,000 141,000

論文掲載料正会員
30000×2名　60,000
論文掲載料学生会員
20000×3名　60,000
その他雑収入21,000

合計 5,981,192 6,397,508

科目 予算額 実績額 備考

大会費 500,000 281,928 218,072

会議費 90,000 65,647 24,353

研究会補助費 400,000 46,468 353,532

交通費 130,000 1,600 128,400

発送費 80,000 28,960 51,040

学会誌 50,000 60,440 -10,440

ニューズレター・メディア 250,000 249,800 200

事務局費 350,000 348,000 2,000

名簿規約管理費 200,000 192,000 8,000

HP管理費 110,000 101,440 8,560

事務所設備費 120,000 120,000 0

学会賞準備費 30,000 29,512 488

電話使用料 30,000 17,393 12,607

予備費 1,704,226 176,608 1,527,618

支出合計 4,044,226 1,719,796

収入額 支出額 繰越額

収支 6,397,508 1,719,796 4,677,712

        収  入

2021年度繰越分　(監査未終了概算）　　　　　　　　¥4,769,372 大会費　　　　　　　　　 ¥500,000

会議費　　　　　　　　　 ¥90,000

会費収入　　(会員数からの概算）
研究会補助費
（クリサロ/フィールドワーク新企画開催） ¥900,000

内訳 交通費　　　　　　　　　 ¥150,000

正会員200人×10000円×75％ ¥1,500,000 発送費　　　　　　　　　 ¥80,000

学生会員67人×5000円×60％ ¥201,000 学会誌　　　　　　　　　 ¥101,000

NL・メディア作成費　　　　　　 ¥250,000

事務局費 ¥350,000

新入会者入会金約20名分　　　 ¥40,000
名簿・デジタルデータ類管理費
（規約、名簿、会費会計簿、ITｱﾄﾞﾚｽ等管理） ¥200,000

（2000×15、1000×10） ホームページ管理費　 ¥111,000

論文掲載料　 ¥200,000
事務所設備費
（光熱費、OA機器保守費、事務所使用費　等） ¥120,000

雑収入 ¥10,000 学会賞準備費 ¥30,000

電話使用料 ¥35,000

オンライン環境整備費 ¥500,000

予備費　　　　　　　　 ¥3,303,372

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ¥6,720,372 ¥6,720,372

支　出
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事 務 局 メ ッ セ ー ジ

第43回研究大会は2度目のオンライン開催で
した。昨年度の経験や反省点を活かし、さらに
進化したオンライン大会となりました。
今年も残すところわずかになり、コロナ禍2

年目のこの1年を思い返すと、それでも人類は
前に進んでいるといえるでしょう。“人生は今
の連続”日々を積み重ね、来年のこの日も笑顔
でいられるようマスクをし、手を洗います。

（事務局：比嘉）

日本創造学会ニューズレター
2021年12月発行（4№）
日本創造学会事務局
発行人：永井由佳里
編集担当：比嘉由佳里

〒272-0015 千葉県市川市平田
1－10－2

Tel  080－3465－6152
Fax  047－718－1747

e-mail：jcs-info@japancreativity.jp

新入会員紹介
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●●●2022年度会費納入について●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

日本創造学会の年度はカレンダーと同じ1月から12月となっております。2022年1月以降に
2022年度の会費納入の書類をお送り致します。学術研究団体である創造学会は皆様の会費に
より運営されております。納入のご協力をお願い致します。

氏名 会員種 所属 住所 専門分野

飯盛　豊 正会員 デジタルサーフ株式会社 埼玉県
新規事業創造全般

システム x デザイン思考

松原幸夫 正会員 日本パテントデータサービス㈱ 福岡県
発明創造教育

暗黙知教育

入会者（入会順）

第43回研究大会発表賞

研究大会発表賞は、研究大会で優れた発表をされた方に贈られる学会賞です。参加者の皆様か
らの投票と学会賞委員会での審査により決定します。第43回研究大会での受賞者が決定致しまし
た。おめでとうございます。表彰式は2022年の総会時に行われます。

研究大会発表賞 野中朋美 所属：立命館大学

「トマトを通じて世界を学ぶ小学生向け創造性教育オンラインワークショップの開発」

研究大会発表学生賞 平沢洸 所属：九州大学

「個人の概念生成特性と共創の関係」

デジタルポスター発表賞 石原来美 所属：立命館大学

「食べものに対する意識変革を通して食品ロスを削減するためのワークショップ設計」

●●●会員の著作紹介について●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

JCS Newsletterで会員の皆様の著作（発行後1年以内）を紹介致します。
但し、学会機関紙で紹介できる内容のものに限ります。
記事掲載をご希望の方は、著作紹介文（200-300字程度）著者名、出版社名、頁数、価格、著
作の画像を事務局までメールでお送り下さい。


